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本校は、昭和53年4月 1日の設立認可により f佐賀大学教育学部F付属養護学校」として開設しま
した。以来14年を経過して、今年度は15年の節目をむかえます。
その問、関係各伎のご指導・ご協力により、精力的に実践研究を重ね、 6屈の研究発表会を持つ
ことができました。
これまでの研究経過は、大きく 4 期に分けられます。第 I 期(昭和53年度~55年度)は、研究主
題を f本校の児童・生徒の実態に応じた教脊課穫の縞成と実践j と設定して、産籍児童・生徒の実
態を把躍することから始まり、社会生活適応能力の向上育成を自指す教育を探究しました。第豆期
(昭和56年度~58年度)では、同じ研究主題を持ち越し、 3 ヶ年の年次計画を立てて、先ず 1 年目
の昭和56年度は f領域・教科を合わせた指導入 2年自の昭和57年度は f教科(関語、算数・数学)
養護・訓練の指導入 3年毘の昭和58年度は f特別活動、道徳の指導Jとそれぞれの教脊内容の編
成等に取り組みました。第議期(昭和59年度~63年度)では、研究主題を f兇童・生捷の特性に連
合した教育実践の姿とはどのようなものかj と改め、指導法、指導の場およびその実践構造を極め
ることに著呂し、本校開設当初からこれまでに変化してきた、児童・生徒在籍数の増加、障害の重
度化・種類の多捺化等実態の変遷に対応した研究を、押し進めました。
平成元年度からは、学習指導要領の改訂に呼応し、第百期計画として研究主題を「変容の実感(そ
のlはたらく )J と設定し、今日までの実践研究を墜に前進させ「小・中・高各学部、家庭、地域
のそれぞれの実践を交流し合いながら“はたらく"ことをテーマにした生活づ、くりを進める。j と
言う基本構想の下に、平成 6 年までの 6 ヶ年開を予定し、第 1 次(平成元年度~2 年度)は「小・
中・高各学部のそれぞれの取り組みからの提言j、第 2 次(平成 3 年度~4 年度〉は「小・中・高
各学部開の実践交流j、第 3 次(平成 5 年度~6 年度)は「家庭、地域との実践交流j と、年次計
画を立てて実践研究を進めております。
この度、第 7回研究発表会を開催する運びとなり、第百期計面の第 2次発表として、小学部は fよ
く働きょく遊ぶ子どもを目指して児童期の生活づくりを考える」、中学部は f青年前期の生活づく
り」一一自分たちの力で叡り組む場を増やす指導一一、高等部は「卒業生の実態調査から青年中期
の生活づくりを考えるJと言う各々のテーマで、実践研究成果の一端を公開致します。
何卒、ご参会の先生方の忌樺の無いご意見並びにご指導を賜りますようお願い申し上げる次第で
あります。
末筆になりまして甚だ恐縮ですが、公務ご多忙の中、当研究発表会の為に記念講槙をご快諾下さ
り、遠路はるばるご来駕下さいました広島大学学校教育学部教授.~付属東雲小学校校長の田口問l良
先生に深甚なる感謝の意を表しますと共に、当研究発表会にご後援・ご協力賜りました佐賀県教育
委員会・{左翼市教育委員会・佐賀察特殊教育研究会並びに関係諸語体・諸先生方に厚く御礼申し上
げます。
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第1章研究の概要
変容の実感(その 1 はたらく)
一一小@中・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を
交流し合いながら“試たらく"ことをテーマにした生活
づくりを進める一一
変容の実感(その 1 はたらく)
一小@中@高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を
交流し合いながら“はたらく"ことをテーマにした
生活づくりを進める-
「変容の実感(その 1 はたらく )Jを研究主題に、そして、 f小・中・高各学部、家庭、
域のそれぞれの実践を交流し合いながら“はたらく"ことをテーマにした生活づくりを進め
るoJという研究の基本構想のもとに、平成元年度から 6年計画で、その取り組みを進めてい
る。
“暮らしが変わると、体も心も変わり、人間全体が変わる"と言われる。変容の源の“暮ら
し"に着自し、「家庭では?J r地域の中では?J r卒業後は?J r“はたらく"とは?Jなどの、
児章生徒をとりまく生活環境や年齢、生活の営みと関連付けながら、学校教育の在り方を探っ
ていく。この取り組みの大きな呂的は、児童生徒一人ひとりのライフサイクルに視点を据え、
この子どもたちの生涯教育に、学校教育として、どのように取り組むことができるか、その可
能性を模索するところにある。
[年次計画]
第 l 次(平成元年度~2 年度)
r IJ¥・中・高各学部それぞれの取り組みからの謡言J
第 2 次(平成 3 年度~4 年度)
-中・高各学部開の実践交流J
第 3 次(平成 5 年度~6 年度)
「家躍、地域との実践交流j
1. r生活づくりJで考えておきたいこと
(1)r生活主義教育j という方法
昭和38年2月「養護学校小学部・中学部学習指導要領精神薄弱教育編Jが示された。
“この学習指導要領の最大の特徴は f必要に応じて全部又は一部の各教科を合わせたり、各教科、
特別活動、および学校行事等の内容を統合したりなどの工夫をして、適切な教育課器を編成するも
のとするJとあるように、各教科、領域(道徳を除く。)を合わせた指導が認められたという点に
ある。この時点で、教科を合わせ、領域の内容を統合する f学習形態Jの併として、生活単元学習、
作業を中心とした学習及びヨ常の生活指導が示された。このことによって、領域・教科を合わせた
指導の形態が可能となり、精神薄弱教育独自の教育課桂繍成の道が調かれたのである cr特殊教育
諸学校小学部・中学部学習指導要領解説一養護学校(精神薄~5j教育)編-J 1991p15、16)0"
1-
このことは、 f児意生徒の特性として、生活の中で必要な知識・技能・態度は、実際の生活の中
に動作・行動として仕組まれていてこそ、生きた知識・技能・態度として身に付き、力となってい
く。j という、多くの試行錯誤の中で確かめられ、志舟されてきた生活主義教育の基本的な考えに
よる。この生活主義教育は、今も階、 fその指導(教育の姿)を、いかに具体化するかj というこ
とで追究され続けており、生活による教育が模索されている。
本校の研究もその域にあり、それが、本校の実践研究を進めていくよでの基本姿勢である。
(2) r生涯教膏Jという視野
“靖神薄弱児にどんな良い学校教育がなされても、それだけでは全生涯を支え抜くことは困難で
す。一人ひとりが良い人生を持つためには、生涯を通じて必要に応じられる教育がどうしても必要
です(西谷秀雄1984rもうひとつの教育j学習研究社p331)0> 
“最近、生涯教育に関する研究が盛んになされるようになってきたが、障害者の生涯教育に関し
ては橿めて少ない。生涯教育の重要性からいえば自らの力で生涯教育を進めていくことが国難であ
る障害者の方がもっと切実な問題といえる。では、心身に障害のある人達に対して、どのような生
涯教育の諜題を見出だしたらよいだろうか cr平成3年度教育研究学内特腕経費報告書J佐賀大学
教青学部教科教育研究推進委員会研究グループ1992p83)0"
「児叢生徒の特性として、生活の中で必要な知識・技能・態度は、実臨の生活の中に動作・行動
として仕組まれていてこそ、生きた知識・技能・態度として身に付き、力となっていく。Jという
ことには、 “持っている力を、具体的なことに町、用していくことが苦手な子どもたちだから"とい
う前提がある。学校教育を終えたら、日力で自立の道を歩むことは難しいことであり、特に、この
子たちには、可能性を広げる早期教育とともに、社会への適応を適切に援勤し続けるための、卒業
後の教育が必要なことは否めない。学校教育の終わりは、新たな教育の始まりを意味する。
生涯教育という視野を持った場合、学校教脊は、ライフサイクルの中の“児童期" “青年期"と
いう、ひとつの時期を受け持つという考えに立つことができる。それぞれの時期に晃合う「学校生
活づくりjを進めることは、小・中・高の一貫教育を支えていく太い柱となり、さらに、入学読と
卒業後の教育に関わっていく出発点となる。
本校では、次のような視点に立って取り組みを進める。
“生活には、「発達期」に伴う「生活環境の枠組み(生活の場所・生活の仲間)Jがあり、「生活の
営みj がある。"
2 
* f生活づくり」のためのひとつの視点(ライフサイクル)
V1H.老人期
四.成人期
VI. 年後期 * 活 の
v. 年中期 品目白ザ日』旧日時由一一一一一一一一一一一一一
(高 部)
五人 年前期 家庭、地域との
(中学部) 実践交流
臨.兇 期
(小 部)
l.幼児 j羽
1.乳児期
*発達期
*生活環境 { 一君、 躍 地
の枠組
(生活の場所・仲間)
(発達期は、 f(新版)心理学辞典J(平凡社)参考による0)
ぐ 枠は、平成元年度~平成6年度の取り結みを示す。)
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2.今回の取り組み
“小@中@高各学部障の実接交流"を“小学部(児童期).中学部(青年前期). 
高等部(青年中期)の生活づくり"ととらえて
今回は、小学部(児童期)・中学部〈青年前期)・高等部(青年中期〕のそれぞれの時期に見合っ
た、“はたらく"をテーマにした「学校生活づくりJに取り組む。卒業生の調査研究と授業公開を
適して、それぞれの時期の「学校生活の姿」を追究すると共に、その生活に取り組むことができる
ための、個々人の特性に合った指導の手立てを蓄積していく。次回(平成5年度~平成6年度)は、
より生護教脊の可能性を求めて、生活の場所・仲間を、家庭と地域にまで拡大していくことになる。
小学部i立、高等部が行う卒業さ主の調査研究に関するデータの活用、および膏
年前期@中期の生活づくりを参考!こしながら、“はたらく"ことをテーマにした
児童期の生活づ.くり!こ取り組む。
〈取り組みの概要〉
“rよく働きょく遊ぶ子どもj を自指して児童期の生活づくりを考える"
これまでの取り組みの中で、 f生き生きとした子どもJとは fよく働きよく遊ぶ子どもJである
との実感を得てきた。今回は、卒業生の調査研究のデータやそれぞれの生活づくりを参考にしなが
ら、「働く j と f遊ぶJが自然と溶けこむような、かつ、青年前期、中期へとつながるような兜童
期の生活づくりを自指してきた。また、毎日の授業研究会を通して、子どもたちが、その生活に、
自ら取り組むことができるような指導の手立てを、「できる状況・する状況づくり j として追究し
てきた。
今後も、この取り組みを深め、「家庭、地域との実践交流Jを進めながら、より、児童期の生活
に見合った教育の姿を追究してし、く。
中学部i立、高等部が行う卒業生の競査研究に関するデータの活用、および児
童期@青年中期の生活づくりを参考!こしながら、“はたらく"ことをテーマにし
た青年前期の生活づくりに取り組む。
(取り組みの援要)
“f青年前期の生活づくりJ一自分たちの力で取り組む場を増やす指導一"
全ての生徒と教師が、毎日の生活の場を共有することで、集団の中でより「領」が生きるという
思し、から 1学級体棋をスタートして、今年で 4年目になる。今回は、「自分たちの力で取り組む場
を増やすJということを基本理念とした操々な実践を通して、教育内容や教育目標、指導過桂の再
検討をおこない、生徒たちのこれまでの暮らし(児童期)とこれからの暮らし(青年中期〉をふま
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えて、中学部(青年前期)の生活づくりに取り組んできた。
今、生徒達は、学校生活場麗においては、本物以上の兄弟姉妹のように生活している。今後、新
指導項巨表の実践化や指導過翠、家庭との連携等の諸条件を整理していくと共に、卒業生の調査研
究のデータから考えさせられたこと、昨年、中学部卒業とともに社会に諮み出した生徒が、その後、
どのように生活しているのか等を踏まえながら、 “はたらく"ということを意識した青年前期の生
徒達に見合った教育の姿を追究していく。
高等部は、卒業生の課査研究と、それに関するデータの活用、および毘輩期@
膏年前期の生活づくりを参考!こしながら、“はたらく"ことをテーマにした青年
中期の生活づくりに取り絡む。
(取り組みの鞭嬰)
“卒業生の実態識査から青年中期の生活づくりを考える"
本校高等部が設置され、養護学校が義務化されて12年が経過し、今までの本校の教育実践が、具
体的なかたちで問われる節毘の時期をむかえている。そこで、 1991年に本校卒業生の実態調査を実
施し、彼等のおおよその生活の様子を知ることができた。その調査の中から、就職者の就労状況を
もとに、そして、小学部(児童期)・中学部(青年前期)の生活づくりをふまえながら、高等部と
いう青年中期の生活づくりに取り組んできた。今回は、卒業生の実態調査から学校教育にフィード
パックできるものを、教育構造の指導要素一つひとつについて見直し、検討を重ねていったが、基
本的には今までのものが間違いでなく、青年中期に見合う、その内容の質を高めていくことが確認
された。
今後、生捷自身の人生を、いかに商圏からの援助を適切なものにして最良のものとしていくかに
ついて、学校教育だけでなく、家庭や地域と共に、できるだけの努力をしていきたい。
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